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会 長 挨 拶―研究者と教育行政― 

この学会ニュースをお届けするのは年度初めの頃になるかと思い

ます。教育関係者であるなしに関わらず、気持ちがフレッシュにな

る一瞬の空気を感じられたのではないでしょうか。会計年度と学校

年度がひとしく開始される日本の４月は、多くの組織で人事異動の

タイミングでもあり、悲喜こもごものシーンがみられ、会員の皆さ

まの職場などにおかれましてもそうした日本独特ともいえる職場環

境変容の文化が展開されたのではないかと思います。 

2025 年度後半の学会の活動を顧みますと、昨年 12 月には福岡大

学で第６回研究会が開催されました。コロナ禍で小休止した時期を

はさみ、若手・中堅会員の骨太の研究構想と成果についてたっぷりと伺い、質疑応答の時間も多く確

保した研究会として定着してきました。５月の研究大会とはまた異なった研究の深化が促され充実し

た時間を共有することができています。今回は黒木貴人会員（福山平成大学）から「現代ロシアにお

ける教育行政改革に関する研究―「ロシア教育アカデミー」に焦点を当てて―」と題する報告をして

いただきました。昨今の国際情勢の大きな変化による研究を進めるうえでの困難性さなどの事情共有

を通して各自の研究の振り返りもできたのではないでしょうか。年の瀬の博多での懇親会も貴重なひ

と時になったかと思います。詳細につきましては後掲の記事をご覧ください。 

また、本年５月 23 日（土）には第 48 回大会が山口大学で開催されます。佐々木準備委員長、小杉

事務局長には大会準備、運営等で大変お世話になりますが、どうぞよろしくお願いいたします。すで

に２月に配信しておりように、本本学会ニュースにも大会案内が掲載されておりますので、会員の

方々には初夏の山口へお越しいただき、活発な議論へのご参加を心よりお待ちしております。 

さて、冒頭に人事の話題を記しましたが、教育の営みの効果的支援に向けて、制度的・経営的・財

政的領域を包摂した条件整備に腐心する教育行政の分野においても、その成否を方向付ける人事は極

めて大きな要因であることは言うまでもありません。そして、皆さんの身近でも「適材適所」が十分

に実現しているケースは少ないかもしれません。これはどの組織でも永遠のテーマですね。教育行政

組織の人事（配置や異動）の現実に接する機会が比較的多かった私の経験によれば（私見ではありま

すが、同じような肌感覚を持っている同僚や研究仲間

も多いのであながち的外れではありません）、人事異

動を機に組織が活性化されたり、リセットされたり、

それまでの取組みがストップしたり、といった事例の

事例には枚挙にいとまがありません。総合的な知見を

高めることを目的とした文部科学省の課内人事も２、

３年周期だし、課題が顕在化してもいわゆる「官僚の

無謬性」によってすべてが覆われてしまっています。
※フリー素材 



2 

 

一方で地方政府では教育委員会事務局人事も長くて３年、個別政策担当者の交替の際にきちんと引継

ぎがなされていると言われても組織の外側にいる私には「こないだ整理できた案件はどこにいった

の？」と思えるような「教育行政の安定的継続性」には程遠い現実に幾度となく遭遇しました。教育

委員会事務局の教育指導領域には「充て指導主事」のような教員の身分が保障されたまま業務を遂行

する方々もおられますが、管理業務、政策立案業務、議会対応業務の領域になると教育現場とは無関

係な公務員がほとんどで、首長の方に顔を向けて仕事をしているのが実態です。つまり、地方公務員

にとっては教育委員会事務局への勤務が数年程度の「一時的に働く場所」になっているわけです。教

育長さんが学校現場出身者であるのか否かも当該地域の教育行政の方針を左右する要因の一つにな

っています。地方議会のパワーバランスに配慮した教育長のご答弁や議員発案の政策アイデアの高い

受容・実施率にも「教育行政の政治的中立性」の理念と現実の乖離が浮かび上がります。例えば、そ

の良し悪しや優先度・緊急度は別にして具体的な例をあげると、「豊かな心をはぐくむ自然教室」と

か「小学生校からのがん予防教育」、「花いっぱい運動」、「アントレプレナーシップ推進」等、管理職

や担当に指名された教員が、教育委員会を通しての議会への報告のために汗をかいておられること等

を思い出します。私もながらく「小中連携」「学校評価」「教科書採択」「通学区域設定変更」「研修セ

ンター運営」「教育委員会評価」などのお手伝いをしてきたなかで、こうした上意下達教育行政の実

情をみると、研究知見を豊富に有する教育行政学研究者と教育行政実務者が相互参照することの意義

を説く必要があると強く思っているところです。本学会の会員には身近な学識経験者として、行政や

新聞社、マスメディアで様々に声がかかる方も多くいらっしゃいます。あっという間に任期を終える

公務員よりも長期間、第三者として接することができる研究者の特長を生かしたギブアンドテイクも

今後の役割なのだろうと思う次第です。 

私が研究フィールドとしているイギリスに倣うことがあるとすれば、過去の政策の反省を踏まえて

新しい政策にまず着手しようとする「Quick & Dirty」がヒントになるかと思います。「巧遅より拙速」

といったところでしょうか。政権の交替が時折みられるお国柄とは言え、従前の政策の否定と反省に

のっとった新しい政策提示スピードには、是非はともかくある種の爽快感も感じられます。ともあれ、

日本において教育行政分野の研究課題が数えきれないほど多いなか、研究者として現場とどのように

お付き合いすればいいのか（よかったのか）、定年退職を迎えるころによく考えるようになりました。 

 

最後に、「読んでもらえる学会ニュース」の編集にご苦労をおかけした幹事さんたちにお礼を申し

上げるとともに、山口大会案内、昨年末の研究会の振り返り、コラムなど読んでいただきたい記事が

掲載されておりますので最後までお目通しいただければ幸いです。それでは５月に皆さまが山口にご

参集いただき、交流できることを心よりお待ちしております。 

 

2026 年３月 30 日 

西日本教育行政学会会長 高妻 紳二郎 
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追記：左は本学会の第３代会長であられた上

原貞雄先生を囲む写真です。本学会が発足して

11 年が経った頃です。教育行政学研究と教育行

政の橋渡しをされた会員諸兄が多くいらっしゃ

います。今ではさらに若手研究者が増え、今後

の活躍が大いに期待されるところです。 

 

 

※上寺康司会員ご提供 
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西日本教育行政学会第６回研究会の開催 

2025 年 12 月 26 日（日）15 時より、福岡大学文系センター棟 15 階（第６会議室）において西日

本教育行政学会第６回研究会を開催しました。本学会では大会とは別に、特に若手会員の研究促進を

目的として毎年冬に研究会を開催しています。 

今回の研究報告は黒木貴人会員（福山平成大学准教授）でした。発表題目「現代ロシアにおける教

育行政改革に関する研究―『ロシア教育アカデミー』に焦点を当てて―」について約 1 時間の報告が

行われ、その後、休憩を挟んでさらに 1 時間にわたる活発な質疑応答が続きました。詳しい発表内容

は黒木会員による報告（次頁）をお読みいただければと思います。 

なお、今回も対面とオンライン（ZOOM）によるハイフレックス方式で実施いたしました。研究会

終了後には博多駅近辺で懇親会も行われ、会員間の交流も深まりました。お忙しい中、ご参加いただ

きました皆様に厚く御礼申し上げます。 
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西日本教育行政学会第６回研究会―報告者コメント 

2025 年 12 月 26 日、西日本教育行政学

会第 6 回研究会にて「現代ロシアにおける

教育行政改革に関する研究―『ロシア教育

アカデミー』に焦点を当てて―」との題目

で発表をさせていただきました。 

年の瀬の迫るご多忙の折にもかかわらず、

対面・オンラインにて多くの会員の皆様に

ご参加いただき、私の研究に対して忌憚の

ないご意見やコメントを頂戴できました

こと、心より厚く御礼申し上げます。加え

て、福岡大学での研究発表の場をご提供いただきました髙妻紳二郎先生、佐藤仁先生、会の諸連絡や

運営にご尽力いただいた原北祥悟先生、そしてこの度の発表の機会を後押ししてくださいました研究

促進委員長の吉田香奈先生に、改めて深謝いたします。 

この度の発表は、当該時点における博士論文の構想をまとめたものでした。実のところ、発表資料

を提出する直前まで「自身のこれまでの研究成果を、いかにして一本の博士論文としてまとめること

ができるのか」と思案し、悩みながら準備を進めてきた数カ月間でした。そのような中で迎えた発表

当日でしたが、ご参加いただいた諸先生方とのやり取りを通し、何を中核に据えて論文を構成すべき

か、その道筋を明確にすることができました。 

私の博士論文は、これまで研究対象として大きく取り上げられることのなかったロシア教育アカデ

ミーを扱うものであり、教育行政学研究におけるその意義は決して小さくないと確信して研究を進め

てきております。現時点で自分にでき得る最高の形で博士論文を書き上げ、諸先生方からこれまで頂

いてきた恩に報いてまいります。 

黒木貴人（福山平成大学） 
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コラム―若手会員の近況 

会員の皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。日頃より大変お世

話になっております、東京学芸大学特任講師の俵龍太朗です。 

 

この度は、学位取得の報告と大学教員としてスタートしたことをご報告させていただきます。執

筆の機会を賜りましたこと、誠にありがとうございます。 

  

私は 2026 年 3 月に、学位論文「公立不登校特例校の設置・運営による不登校児童生徒の普通教

育機会保障に関する研究」（広島大学大学院人間社会科学研究科）で博士学位を取得し、9 年在籍

した広島大学を巣立つことになりました。 

 また、教職課程担当教員養成プログラムも併せて修了いたしましたことを報告いたします。学外

授業プラクティカムでは黒木貴人先生に快く受け入れていただきました。ありがとうございました。 

 

（2026 年 3 月 23 日学位授与式 教育行財政学研究室資料室にて） 

 

博士学位の取得は、私にとって大学生として研究生活の一つの到達点であると同時に、新たな出

発点でもあると考えています。これまでの歩みを振り返ると、指導教員である滝沢潤先生をはじめ

多くの方々のご指導と支えのもとで研究を継続することができたことに、深い感謝の念を抱いてい

ます。研究テーマに向き合う過程では、思うように成果が出ない時期や、自らの視点の狭さに直面

する局面も少なくありませんでした。しかし、西日本教育行政学会第 45 回大会（於：福岡大学）
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での発表や温かくも厳しいご指摘をいただくことで、問題を多角的に捉える姿勢や、粘り強く思考

を深める力を養う機会となりました。博士論文の完成は、こうした過程を経てようやく結実したも

のであり、研究者としての基礎を形作る重要な経験であったと考えています。また、博士論文の謝

辞にも書かせていただきましたが、日々の研究指導において滝沢潤先生に自分の中でわかっている

ところ、わかっていないところ、理解しているつもりになっていた点を解きほぐしていただきまし

た。誠にありがとうございました。 

（学位記 教職 P 終了証書 博士論文） 

 

そして 4 月より東京学芸大学の教員として勤務させていただいております。新たな環境において

教育・研究に取り組んでおります。まず授業の面においては、学生一人ひとりが主体的に学び、自

ら問いを立てる力を育む授業を実践していきたいと考えています。知識の伝達にとどまらず、学問

の方法や思考の枠組みを共有することによって、学生が自らの関心に根ざした学びを展開できるよ

う授業づくりを心がけております。また、大学院生の授業も担当させていただくことになりました。

大学院の演習では、教育現場や社会との接続を意識した授業づくりにも取り組み、修士論文の執筆

の一助となるような授業づくりをめざしています。 

東京学芸大学は、明治五（1872）年の学制の交付の翌年に東京府に創設した「東京府小学校教則

講習所」を源流とし、東京・関東地方における教員の養成を牽引してきた歴史を持ちます。150 年

を超える歴史のある大学で教員養成に携われる機会をいただいたことは非常にありがたく思うと

同時に、身が引き締まる思いです。 
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（東京学芸大学正門 国分寺駅からバスで 10 分程度です） 

 

研究の面においては、これまでの研究成果を基盤としつつ、新たな事例にもアプローチし、研究

の深化と発展を目指します。具体的には、学びの多様化学校の新設に関わらせていただく機会をい

ただきました。これまでの研究成果を活かしつ

つ、他分野の研究者や実務家との連携を通して、

複雑化する不登校の問題に対して学びの多様化

学校がどのようにアプローチができるのか研究

してまいりたいと思います。 

 博士学位の取得はゴールではなく、むしろ責

任の始まりであると捉えています。研究者・教

育者としての専門性を不断に問い直しながら、

謙虚に学び続ける姿勢を忘れず、学生や同僚、

そして社会との関わりの中で自己を更新してい

きたいと思います。新天地においては、これま

で培ってきた経験を礎としつつ、新たな挑戦を

恐れず、教育と研究の双方において着実に歩み

を進めていく所存です。学会員の皆様におかれ

ましては今後ともご指導ご鞭撻を賜りますよう、

よろしくお願い申し上げます。 

（研究室の様子） 

 

俵龍太朗（東京学芸大学 特任講師） 
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西日本教育行政学会第 48回大会のご案内（再掲） 

2026年 2月 17日 

西日本教育行政学会 

会  員  各  位 

西日本教育行政学会第 48回大会準備委員会 

委 員 長   佐 々 木  司  

 

西日本教育行政学会第 48回大会のご案内 

 
梅花の候、会員の皆様にはますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

さて、西日本教育行政学会第 48回大会を下記の要領にて開催いたしますので、ご案内申し上

げます。 

つきましては、ご多用のこととは存じますが、万障お繰り合わせの上、会員の皆様の研究発表

の積極的なお申し込みとともに、お一人でも多くの方のご参加を心よりお待ち申し上げます。 

なお、「研究発表」はオンラインで同時配信する予定ですが、準備や運営の都合上、発表者は

原則として対面で参加可能な会員に限らせていただきます。 

 

記 

 
1. 大会期日    2026年5月23日（土） 

 

2. 大会会場    山口大学 吉田キャンパス 大学会館 ２F 会議室 

(〒753-0811 山口県山口市吉田 1677-1) 

    

3. 大会日程     

 

     

 

 

 

 
4. 参加費    大会参加費(会員・臨時会員共通)：2,000 円  

懇親会費(予定)：7,000 円（学生：3,500 円） 
※懇親会会場は「かめ福オンプレイス」です。詳しくは大会プログラムをご覧ください。 

 
 

5. 大会プログラム 大会プログラムは4月24日付のメーリングリストで送付済みです。 

 

6. 連 絡 先   西日本教育行政学会第48回大会準備委員会事務局(山口大学) 

           事務局長：小杉 進二  s.kosugi@yamaguchi-u.ac.jp 

 

 

7. そ の 他   ・宿泊の予約等につきましては大会準備委員会では手配いたしかねますの 

で、各自でお願いします。 

 

以上 

10：30 ～ 12：00 新・旧役員会 

12：30 ～  受付 

13：00 ～ 16：00 研究発表 

16：10 ～ 17：00 総会 

18：00 ～ 20：00 懇親会 
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事務局・学会ニュース編集チームからのお願い・お知らせ 

 

 会費納入のお願い 

学会費未納の方はお支払いただきますようお願いいたします。会費は年額 8,000 円（学生会員

は 3,000 円）となっております。また、過年度分を未納の方は、それにつきましてもよろしく

お願い申し上げます。 

          郵便振替口座番号  ０１７６０－９－１６５５４４ 

         加  入 者  名   西日本教育行政学会 

＊会則で「3 年以上会費納入を怠った者は、本会から除名されることがある」（第７条）と規

定されておりますので、申し添えます。 

 

 コラム等への執筆者を募集しています！ 

前号より学会ニュースを一新いたしました。今後、学会ニュースは年 2 回の発行を予定して

おります。いくつかの「コラム」企画を「学会ニュース編集チーム」にて検討しております。

コラムに寄稿いただける会員を募集しております。自薦・他薦は問いませんので、ぜひご協力

のほどよろしくお願いいたします！なお、「ぜひこの内容を会員の先生方にお伝えしたい！」

という企画案のご提示もお待ち申し上げております。 
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編集後記 

 予定よりも少し遅れてしまいましたが、学会ニュース第 71 号をお届けいたします。時が経

つのは早いもので、第 66 号から担当してきた学会ニュース編集チームの現体制も今号で最後

となりました。「読んでもらえる学会ニュース」を目指して、いくつかのコラムを新たに企画

してまいりました。「教育行政学関連科目の授業紹介」、「私の最近の研究関心」、「海外研

究の現在」、「私の教育実践」、「若手会員の近況」などです。その他、「シニア会員だより」

や新入会員の紹介、年末に開催している研究会の報告者コメントなども定期的に掲載いたしま

した。突然の執筆依頼であったにもかかわらず、快くお引き受けいただきました会員の皆様の

おかげで、年 2 回の学会ニュース発行を実現することができました。この場をお借りして改め

て深く御礼申し上げます。 

 これまでのコラムを振り返れば、様々な世代の会員の先生方にご寄稿いただきました。例え

ば、「シニア会員だより」では西日本教育行政学会がこれまで積み重ねてきた歴史の一端、教

育行政学の知見に触れることができましたし、「若手会員の近況」ではその文章からひしひし

と伝わる若さ溢れるパワフルな研究推進力に刺激を受けることができました。次号以降、編集

チーム体制は変わりますが、引き続き学会ニュースが世代を越えた会員間のコミュニケーショ

ンの一助になればと祈っております。今後とも充実した学会ニュースのため会員の皆様からの

ご協力賜りますようお願い申し上げます。 

最後になりましたが、これまでの学会ニュースは学会ホームページからもご覧いただけます。

ぜひアクセスいただけますと幸いです。 

（原北祥悟） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学会ニュース編集チーム】 

原北 祥悟（崇城大学）、小早川 倫美（島根大学）、黒木 貴人（福山平成大学） 

唐澤 健（教職員支援機構）、橋本 拓夢（大阪大学） 


